
 

 

    
当
選
翌
日
の
四
月
一
二
日
、
三
人
の
共
産
党
佐
久
市
議
と
栁

田
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
栁
田
市
長
は
県
議
時
代
の
経

験
や
石
坂
共
産
党
県
議
団
長
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
紹
介
し
、

藤
岡
新
県
議
へ
の
当
選
の
お
祝
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
新
副

市
長
の
小
池
氏
や
小
 

林
総
務
部
長
を
始
め
、

庁
内

の
全

部
署

に
あ

い
さ

つ
に

回
り

ま
し

た
。
大
勢
の
市
職
員
か

ら
当

選
の

お
祝

い
や

激
励

の
言

葉
を

掛
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
左
か
ら
井

出
節
夫
市
議
、
市
長
、

藤
岡
新
県
議
、
内
藤
祐

子
市
議
、
小
林
松
子
市

議
）
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四
月
十
日
投
開
票
の
長
野
県
議
会
議
員
選
挙
で
、
日
本
共

産
党
の
藤
岡
義
英
氏
（

39

歳
）
が
第
２
位
で
当
選
し
ま
し
た
。

佐
久
地
域
に
於
け
る
日
本
共
産
党
県
議
の
誕
生
は
、
戦
後
初

め
て
の
こ
と
で
す
。
定
数
四
人
の
新
県
議
は
六
期
目
の
寺
島

義
幸

氏
（

57

歳
）

三
期

目
の

今
井

正
子

氏
（

61

歳
）

と
新

人
の
自
民
党
公
認
の
桃
井
進
氏
（

51

歳
）
で
す
。
昨
年
八
月

の
県
議
補
選
で
当
選
し
た
県
民
ク
ラ
ブ
・
公
明
の
清
水
秀
三

郎
氏
は
落
選
し
ま
し
た
。
 

 
藤
岡
新
県
議
は
、
四
年
前
の
県
議
選
９
９
９
７
票
か
ら
２

４
０
１
票
伸
ば
し
て
の
当
選
で
す
。
昨
年
の
県
議
補
選
も
含

め
三
度
目
の
挑
戦
で
の
快
挙
で
し
た
。
 

 
東

日
本

大
震

災
の

翌
日

三
月

一
二

日
か

ら
ジ

ャ
ス

コ
前

で
被
災
者
救
援
の
カ
ン
パ
活
動
を
続
け
、
三
千
人
以
上
の
方

か
ら
約
１
８
０
万
円
の
寄
付
を
戴
き
ま
し
た
。
そ
の
寄
付
金

や
救
援
物
資
を
栄
村
、
福
島
県
に
届
け
ま
し
た
。
選
挙
準
備

期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
ず
被
災
者
救
援
を
と
い
う
姿
勢

に
は
、
多
く
の
共
感
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
共
産
党
佐
久
市
議
団
は
、
藤
岡
候
補
の
遊
説
カ
ー
に
交
代

で
同
乗
し
、
藤
岡
支
持
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
各
市
議
の

後
援
会
員
に
「
指
示
の
輪
を
広
げ
て
」
と
訴
え
ま
し
た
。
 

佐
久

市
の
得

票
は
ト

ッ
プ
（
当

選
者

の
中

で
）
 

 
当

選
者

の
得

票
は

寺
島

氏
が

県
議

会
議

長
の

貫
禄

で
ト

ッ
プ
で
す
が
、
佐
久
市
内
で
は
藤
岡
氏
が
９
６
３
５
票
を
獲

得
し
、
当
選
者
の

中
で
は
自
民
党
の
桃
井
氏
を

抜
い
て
ト
ッ

プ
で
す
。
桃
井
氏
は
公

明
党

の
推

薦
も

受
け

て
い
ま
す
か
ら
、
藤
岡

氏
の

奮
闘

が
光

り
ま

す
。
一
二
日
付

信
毎
の

出
口

調
査

の
分

析
で

は
、

無
党

派
層

の
二

五
・
六

％
が
藤
岡
氏
に

投
票

し
た

と
の

こ
と

で
す
。
日
常

的
な
活
動

が
評

価
さ

れ
た

結
果

が
当

選
に

結
び

つ
き

ま
し
た
。
 

 

無
料

法
律
相

談
は
毎
月

第
三

金
曜

日
で
す
。

お
気

軽
に

。

総
合
文
化
会
館
建
設
予
定
地

総
合
文
化
会
館
建
設
予
定
地

総
合
文
化
会
館
建
設
予
定
地

総
合
文
化
会
館
建
設
予
定
地
のの のの
利
用

利
用

利
用

利
用
    

市
民
交
流
広
場

市
民
交
流
広
場

市
民
交
流
広
場

市
民
交
流
広
場
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か

で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か

で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か

で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
    

 
佐

久
市

は
五

月
の

臨
時

議
会

で
総

合
文

化
会

館
建

設
予

定
地

の
後

利

用
を

「
市

民
交

流
ひ

ろ
ば

」
と

す
る

補
正

予
算

を
提

出
す

る
方

向
で

す
。

 
土

地
代

金
 

３
３

億
１

〇
〇

〇
万

円
、
総

事
業

費
５

億
４

〇
〇

〇
万

円

合
計

で
３
８

３
８

３
８

３
８
億億 億億
５５ ５５
〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇
万
円

万
円

万
円

万
円
のの のの
公
園

公
園

公
園

公
園
で

す
。

 

 
昨

年
の

住
民

投
票

の
際

の
市

側
の

説
明

で
は

、
文

化
会

館
を

建
設

し
な

い
場

合
は

、
合

併
特

例
債

は
、
①

一
括

返
還

だ
が

償
還

方
法

は
県
・
国

と

相
談

す
る

。
②

減
債

基
金

の
活

用
で

対
応

は
可

能
と

し
て

き
ま

し
た

。（
市

広
報

Ｑ
＆

Ａ
）
・

・
・

多
く

の
市

民
は

公
園

と
は

思
っ

て
い

な
か

っ
た

。
 

 
「

合
併

特
例

債
事

業
は

、
事

業
を

厳
選

し
、
必

要
な

も
の

に
使

う
」
と

い
う

の
が

こ
れ

ま
で

の
市

側
の

答
弁

で
し

た
。
総

合
計

画
・
実

施
計

画
に

も
無

い
「

公
園

建
設

」
を

急
ぐ

こ
と

な
く

、
建

設
予

定
地

の
後

利
用

は
市

民
的

論
議

を
す

べ
き

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 

 県議選当選者の得票   １１，４，１０ 
  得票総数 内佐久市分 

藤岡義英藤岡義英藤岡義英藤岡義英    12,39812,39812,39812,398    9,6359,6359,6359,635    

寺島義幸 14,739 8,400 

今井正子 12,196 6,537 

桃井 進 11,345 9,129 

 

 


